
作用

[
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
消
報
の
校

集
及
び
提
浜
}

市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
主
的
に

自
分
の
能
力
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
情
報
を

提
供
す
る
た
め
、
篭
話
の
設
鐙

と
、
槽
報
紙
「
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ら
つ

か
」
を
磁
時
発
行
し
一
ま
す
。

{
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
資
料
室
の

総
数
}

変

動

の

激

し

い

現

代

社

会

の

中

に

事

務

局

を

置

き

ま

す

。

見

附

台

体

菅

品

開

内

に

、

ス

ポ

ー

で

、

百

民

の

み

な

さ

ん

が

健

康

を

運

営

は

、

体

育

協

会

、

体

育

振

ツ

雲

苓

ス

ポ

ー

ツ

一

等

の

文

献

を

保
つ
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
巣
た
す
興
会
、
体
育
指
導
委
員
一
レ
ク
リ
収
集
し
、
市
民
に
提
供
し
ま
す
。

役
割
が
、
大
変
重
要
と
な
っ
て
き
エ
l
シ
ョ
ン
連
盟
等
の
代
表
十
六
〔
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
機
へ
の
サ
j
ピ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
余
綴
活
動
の
設
立
し
た
山
富
法
人
平
塚
市
ス
人
の
椿
成
に
よ
る
理
費
三
盟
事
ス
審
議

増
大
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
ポ
l
ツ
振
興
財
団
は
、
教
育
委
員
長
湯
井
勝
助
役
)
に
よ
っ
て
行

Z
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
利
便
を
考

る
欲
求
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
会
体
登
課
(
見
附
台
体
発
館
内
)
わ
れ
ま
す
。
え
一
、
ス
ポ
ー
ツ
用
異
の
貸
し
出
し

ま

す

。

ト

j

「
i
p

を
行
い
ま
す
。

平

警

で

は

、

こ

れ

ら

の

欲

求

桝

財

閥

倒

的

童

話

事

業

協

2
ス
ポ
ー
ツ
撃
に
、
ス
ポ
ー
ツ

に

こ

な

え

る

た

め

「

ス

ポ

ー

ツ

の

振

ド

リ

ン

ク

等

の

自

動

販

売

機

を

設

輿
と
レ
ク
ジ
エ
1
シ
ヨ
ン
活
動
の
昭
和
六
十
三
年
度
の
慰
問
の
笑
や
国
際
大
会
で
活
躍
し
た
選
手
を
置
し
ま
す
0

(

桃
浜
町
庭
球
場
、

普
及
」
を
提
唱
し
、
市
民
の
み
な
施
す
る
主
な
事
業
計
画
は
た
た
え
る
「
集
い
」
を
聞
き
ま
軟
式
庭
禄
場
、
大
神
ス
ポ
ー
ツ
広

さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
{
市
渓
ス
ポ
i
ツ

の

沼

の

申

悉

胞

}

す

。

場

管

理

棟

)

う
、
楽
し
め
る
よ
う
、
総
合
公
留
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
を
定
め
、

1

9

?

'

p

l

ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
一
襲
の
整
備
震
が
一
臼
ス
ポ
ー
ツ
を
殺
し
め
二
時
模
地
主
ぷ
み
題
丈
寝
込
事
同

や
充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
る
よ
う
、
逮
動
コ
ー
ナ
ー
、
体
力

e

d

i

l

i

l

i

-

-

‘
:
;

し
か
し
、
事
民
の
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
、
見
る
コ
ー
ナ
ー
、
催
財
団
の
基
金
は
、
今
年
度
か
ら
鐙
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
基
金
に
協
力

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る
欲
求
は
、
し
物
コ
i
ナ
ー
な
ど
ア
ぷ
訊
け
、
一
市
が
五
千
万
円
ず
つ
一
一
一
年
間
で
一
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
も

年
齢
、
能
力
、
関
心
な
ど
に
応
じ
白
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
会
場
億
五
千
方
円
出
資
し
、
市
民
の
み
あ
り
ま
す
。

て
、
毒
患
多
様
で
あ
り
一
ま
す
。
は
総
合
公
開
幽
で
す
。
な
さ
ん
か
ら
五
千
万
円
の
浄
財
を
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
早
く
基

こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
み
な
さ
〔
ス
ポ
ー
ツ
に
害
義
室
、
議
い
た
だ
き
、
二
億
円
を
呂
擦
に
し
春
日
量
に
達
す
る
よ
う
、
ぜ

ん

が

生

涯

に

わ

た

り

ス

ポ

ー

ツ

活

翠

君

臨

開

催

〕

て

い

ま

す

。

ひ

ご

協

力

く

だ

さ

い

。

動
が
で
き
る
よ
う
、
市
は
も
と
よ
五
種
包
二
十
一
一
王
朝
日
妻
}
講
習
会
寄
付
金
は
、
す
で
に
市
民
の
み

り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
…
人
一
で
、
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
三
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

入
、
ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
極
体
ジ
ャ
ザ
サ
イ
ズ
(
リ
ズ
ム
体
操
の
j
Z

一
一
白
十
四
万
円
集
ま
っ
て
い
ま

等
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
分
担
し
よ
う
な
も
の
て
婦
人
体
力
づ
く
す
。
主
な
も
の
で
は
、
西
口
i
タ

て
、
お
互
い
に
協
議
、
連
携
し
り
教
室
、
婦
人
率
球
教
室
、
シ
ル
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
五
十
万
円
、
ト
ヨ

て
、
知
恵
と
カ
を
結
集
す
る
必
要
パ
I
体
操
教
室
な
ど
が
予
定
さ
れ
タ
オ
!
ト
神
奈
川
秋
季
大
運
愛
ー

が
あ
り
ま
す
。
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
医
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
売
上
金
一
一
一

そ
こ
で
、
平
塚
市
は
、
財
同
誌
学
講
習
会
も
開
聞
か
れ
ま
す
。
十
四
万
九
千
円
、
テ
レ
ピ
東
京
の

人
平
翠
巾
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
包
を
{
ス
ポ
ー
ツ
窃
答
ヰ
に
対
す
る
助
一
一
一
十
方
向
な
ど
、
混
か
い
寄
付
が

設
立
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
明
成
と
援
劾
}
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

る
く
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ま
ず
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
崇
蕃
地
区
の
よ
う
に
、
財
団
が

め
る
よ
う
、
中
核
団
体
と
し
て
の
に
対
す
る
支
援
で
す
。
次
に
令
国
設
立
さ
れ
る
前
か
ら
、
松
冨
レ
ク

役
磁
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
大
会
約
規
模
の
大
会
に
出
場
す
る
リ
エ
1
シ
ョ
ン
大
会
主
募
金
箱
を

た

。

選

手

の

派

遣

補

助

と

、

全

国

大

会

回

し

た

り

、

公

民

館

に

募

金

箱

を

市
民
の
み
な
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
だ
り
、
楽
し
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
、
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
が
ま
す
ま
す
凝
ん
に
な
る
よ
う
、
手
助
け
す
る
「
慰
問
法
人
平
塚
市
ス

ポ
ー
ツ
娠
興
財
包
L

が
、
昨
年
十
二
月
四
目
黒
教
育
委
員
会
か
ら
認
可
さ
れ
、
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
の
財
屈
は
、
平
塚
市
が
三
年
間
で
一
億
五
千
万
河
を
出
資
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
ア
五
千
万
内
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
二
億
円
の
基
金
を
も
と
に
、
そ

の
果
実
で
通
営
し
て
い
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
財
屈
と
し
て
は
、
横
浜
市
、
大
和
市
に
次

い
で
県
下
で
一
一
…
番
目
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
渇
か
く
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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(2) 紹耳切63ま手守尽守 58

o 
千
葉
県
沖
地
震
で
も
死
者
を

億
総
グ
ル
メ
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
、
和
食
、
洋
食
、
中
輩
、

さ
ら
に
エ
ス
テ
ィ
ク
料
環
な

ど
、
日
本
人
は
豊
か
な
食
生
活

を
楽
し
み
、
テ
レ
ビ
で
も
料
理

番
組
は
花
ざ
か
り
で
あ
る
。

こ
の
グ
ル
メ
の
一
元
祖
と
い
わ

れ
る
入
、
村
#
持
拡
斉
が
明
治
の

こ
ろ
平
塚
に
住
ん
で
い
た
の
で

あ
る
。
さ
っ
そ
く
、
村
井
弦
斉

が
住
ん
で
い
た
と
い
う
、
松
風

町
叫
付
近
を
訪
ね
て
み
た
・
。

満25歳以下の方。
@繁期j覇軍 … υ ・・ H ・H ・...… 日……・ 1名

大学の専門霊祭穏を卒業し、薬剤自市の資格を

有する方および、 3月までに大学の専門諜穏
を卒業する見込みの資格取得見込みの方で、

満25歳以下の方。

・清掃・土木害事作業員 ・H ・H ・ …・若干名

中学校以上を卒業し、満35歳以下の男子0

・労務作業員(保育轡) ………… 1名

中学校以上を卒業し、満35歳以下の立子0

・校務作業員・-………一…・若干名

中学校以上を卒業し、満35歳以下の女子 0

・給食欝務霊異 ……・ υ ……告魅H ・H ・若二F名
中学校以上を卒業し、満35歳以下の女子0

0受付翼耳障害 1 月 16臼(土)~25 日(月)
く〉受験手続奪受験申込書の請求と問い合

わせは、企画部職員;

ただし、校務作業員

員会総務課庶務係(内線、551)へo 年齢は昭
和 63年 4月 1日現在

こ
の
テ
レ
ビ
「
忘
れ
ら
れ
た

グ
ル
メ
の
元
祖
村
井
弦
斉
」
は

テ
レ
ビ
神
奈
川
「
こ
ん
に
ち
は

神
奈
山
以
の
蕃
絶
手
舟
験
す
る
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
い
叱
だ
き
た
い
。

マ
放
映
日
待
1
月

ω日
午
治

江
持
品
分
1
U符
(
お
分
間
同
)

マ
放
送
局

T
V
K
(テ
レ
ピ

神
奈
川
・

U
H
F
)

な
お
、
放
映
し
た
テ
レ
ビ
は

後
日
図
書
館
視
穏
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
で
貸
し
出
す
。

3
火
掛
品
摘
し
た
か

一

①

消

し

た

お

人

一

2

一

一
②
消
さ
な
か
っ
た

O
人

引

ト

日

間

差
巾
で
民
地
震
の
直
後
、
一
と
い
さ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
一

4
譲

の

と

き

、

ま

高

を

し

た

…

地

社

日

四

叩

叩

「

そ

の

瞬

間

間

」

の

行

動

を

、

一

般

一

市

民

の

皆

さ

ん

も

、

身

の

安

全

を

一

か

一

富

山

口

台

間

関

一

…

6

一
段
4

後

町

ノ

浅

浅

家
庭
雨
量
害
対
象
に
ア
ン
ケ
1
一
守
る
た
め
家
具
類
等
の
聖
堂
一
①
そ
の
場
て
様
子
を
見
た

3
人

一

駐

町

盟

上

字

宇

ト
調
査
を
行
っ
た
。
一
対
策
も
進
め
て
お
こ
う
。
石
器
禁
を
し
た
(
ガ
ス

C
E
計

東

中

東

指

宿

そ
の
結
果
員
三
火
星
…
{
ア
ン
ケ
i
ト

の

撃

}

一

栓

、

襲

の

コ

1
ド

ぬ

く

)

幻

人

一

日

ハ

酔

ヤ

僻

欄

糊

っ
て
い
た
霊
(
二
五
件
一
)
で
一

1
地

震

の

と

き

ど

こ

こ

い

た

か

一

安

定

言

。

人

一

仁

平

r

平

m

平

ぱ

平

P

平

一

i

z

一

行

一

一

点

目

前

伽

口

市

前

日

市

叩

U

市

内

四

日

市

は
、
「
い
ち
早
く
火
一
元
を
消
し
一
①
…
屋
外
に
い
F
2
人
一
③
そ
の
場
て
身
の
安
余
を
図

7
一

入

1

揮

4

1

塚

2

1

理

2

1

埋

2

1

揮

さ

と

い

う

人

が

哀

れ

で

、

恐

ろ

一

②

屋

内

に

い

た

、

、

加

入

一

文

一

邸

桝

平

田

一

間

平

ロ

桝

平

日

一

軒

平

副

一

軒

平

し
い
出
火
な
ど
の
二
次
災
害
が
来
一
2
火
砕
便
っ
て
し
た
力
一
⑤
玄
関
金
戸
署
品
開
け
碑
難
問
聞
の
藤
一
地
番
積
地
番
積
地
番
積
地
番
稜
地
番

然
に
紡
が
れ
て
い
だ
こ
の
よ
う
一
言
っ
て
い
た

9
入

一

保

を

し

た

え

一

留

地

領

地

留

地

留

地

沼

地

一

よ

1

M

一

=

一

様

底

地

係

底

地

保

底

地

保

底

地

保

底

に
「
臼
ご
ろ
の
心
構
え
が
大
切
」
不
浸
っ
て
い
f

L

V

7

人
一
⑥
テ
レ
ビ
キ
免
7

0

0

0

0

0

。
一
般
法
樺
相
談

I
R
n
日(木)、

1
月
間
日
(
火
)
、

2
月
4
日(木)、

2
月
9
日
(
大
)

予
約
制
(
電
語
で
も
可
)
、
日
時
S
珂
時

。
登
記
、
品
開
託
、
湖
滋
樹
談

2
月
四
日
(
念
、
日
時
1
日
時

。
一
融
市
民
相
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
、
日

理
・
祝
日
は
除
く
)

。
潟
購
生
活
相
談

1
月
目
日
(
金
)
、
四
日
(
金
)
、
2
月
5
日(金)、

日
時
3
日時

〈
〉
定
制
年
金
椙
談

2
月
四
自
(
ホ
)
、
叩
時

js日
時

。
発
明
帯
欝
葬
暗
殺

2
月
8
日
(
豆
、
四
時
1
日
時

〈
〉
下
輔
激
引
相
談

1
月
四
日
(
火
)
、
日
時
四
分
5
日
時

。
住
宅
相
談

1
月
四
日
(
火
)
、
日
時
3
日時

十
一
月
三
十
日
か
ら
閉
会
さ
れ
て
い
た
市
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
十
八
臼
審
議
を
終
え
閉

会
さ
れ
た
。
ム
議
会
は
、
昭
和
六
士
年
度
の
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
職
員
の
給
与
改
定
や

新
平
塚
市
総
合
許
磁
基
本
構
管
の
制
{
具
補
正
予
算
な
ど
十
八
案
件
が
提
案
さ
れ
た
。
議
議
の

結
果
、
新
平
塚
市
総
ム
豆
引
前
回
基
本
構
想
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
を
設
け
て
新
た
に

審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
じ
く
昭
和
六
十
一
年
度
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
も
継
続
審
議

と
な
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
案
件
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
終
臼
に
連
加
議
築

が
提
事
長
、
美
術
館
建
設
用
地
の
取
得
が
可
決
さ
れ
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
。

{
一
般
職
員
の
給
与
に
隠
す
る
条
一
併
せ
丈
配
偶
者
特
別
授
磁
の
劇
一
請
負
金
額
二
億
一
千
凶
百
万
円
・

で
例
の
一
部
を
改
笠
〕
一
設
と
、
市
た
ば
こ
消
費
祝
に
か
か
一
東
急
工
建
笠
公
正
社

開
昭
和
六
十
二
年
度
の
同
家
公
務
一
る
税
率
等
の
特
例
措
置
の
適
用
期
一
{
不
動
産
の
惑
博
に
つ
い
て
}

開
呂
田
円
に
対
す
る
給
与
改
定
の
人
事
院
一
線
を
、
昭
和
六
十
三
年
子
二
月
三
十
一
マ
平
繁
市
西
八
婚
一
了
沼
間
関
番
地
一

同
勧
告
量
じ
て
、
市
費
の
給
与
ゴ
臼
ま
で
延
長
し
た
。
(
コ
一
章
一
宅
地
一
万
二
千
六
百
七
十
七
主
一
昨
年
十
二
月
十
七
日
卒
前
十
一

も
時
改
定
交
行
一
つ
た
め
、
所
要
の
改
応
一
方
税
法
の
改
正
を
参
考
に
)
一
以
取
得
予
吋
疋
樋
格
二
十
五
億
一
一
一
一
一
時
八
分
グ
ラ
リ
と
大
き
く
揺
れ
、
一
凶
は
、

去
を
行
っ
た
も
の
。
一
{
ヱ
事
童
話
の
締
結
}
一
千
一
一
一
百
万
円
審
議
美
里
要
望
を
世
直
撃
し
た
千
葉
県
東
一
ど
お
り
の
鉄
祭
入
っ
て
い
な
い

っ
一
夜
襲
器
一
部
を
改
正
〕
一

v草
住
宅
建
設
工
事
(
く
体
)
一
東
財
務
局
横
浜
財
務
事
務
所
一
方
沖
地
震
、
千
葉
、
銚
子
、
笠
と
か
、
転
慰
霊
の
日

ら

問

地

方

税

法

の

一

部

を

改

正

す

る

一

一

滞

で

幾

度

5
の
強
震
を
記
録
し
一

f
t、
よ
ー
よ
ど
刀
、

翻

法

律

が

、

昭

和

六

三

年

九

月

一

一

一

鍛

会

計

は

五

百

ニ

十

七

盤

丹

一

た

。

一

炉

1
7
2

十
-
百
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
な
ど
一
一
般
会
計
の
補
迂
予
算
目
、
人
一
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
で
は
、
一
こ
の
強
い
地
震
で
、
千
妻
子
月
一
あ
る
。

に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
一
件
費
を
は
じ
め
、
国
・
集
支
出
金
一
補
正
蛸
慣
が
二
十
三
日
慎
一
千
七
百
七
一
古
田
で
は
、
多
く
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
一

も
の
。
一
の
確
定
に
伴
う
補
正
、
並
び
に
六
一
十
五
万
二
千
円
と
な
り
、
統
定
予
一
ど
が
倒
れ
、
二
人
の
方
が
亡
く
な
一

主
な
内
容
は
、
偲
人
市
民
税
の
一
ナ
コ
ギ
度
に
僚
一
え
て
の
準
備
的
な
一
算
と
合
わ
せ
る
と
、
一
般
会
計
の
一
っ
た
。
昭
和
五
十
…
一
一
年
の
宮
城
渠
一

所
得
割
友
ぴ
分
離
縁
税
に
か
か
る
一
経
費
、
そ
の
ゆ
当
面
必
委
と
す
る
一
予
算
穆
槙
は
五
百
二
十
七
億
五
千
一
沖
地
震
で
は
、
十
八
人
の
方
が
ブ
一

所
得
織
の
税
率
区
分
を
、
現
行
の
一
諸
経
費
に
つ
い
て
、
所
裂
の
補
定
一
万
円
と
な
っ
た
。
一
円
以
ッ
ク
一
塀
な
ど
の
下
敷
に
な
り
死
一

十
三
段
緩
か
ら
七
段
溺
に
緩
和
し
一
指
置
を
講
じ
て
い
る
。
一
宇
一
な
内
容
を
見
る
と
、
民
生
費
一
亡
し
て
い
る
。

務
少
年
相
談
窓
(
市
民
な
ン
タ
!
二
階
)
担

i
七
一
一
一
一
一

丹
jS金
曜
日
9
時
ー
ら
同
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
協
み
ご
と
は
w
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
e

お

i
七
八
一
一
一

O

月
1
土
曜
日
9
時
S
H時
却
分

港

紙

会

館

お

j
ニ一一一一一一一一一

。
心
配
ご
と
鶏
談
毎
週
百
円
曜
日
、
日
時
1
日時

。
母
子
相
鍛
揮
週
月
3
金
曜
回
、

9
時
1
M時

。
車
鐙
出
思
議
輔
鱗
毎
週
宮
内
，
ι

、
金
曜
日
、

9
時
1
日
時

。
滋
輸
事
戦
離
欄
畿
電
器
百
円
1
金
曜
日
、

9
時
泊
分
1Mm持

土
曜
日
怯
四
時
ま
で

〈V
鶏
〈
相
続
揮
局
第
3
木
曜
河
口
、
四
時
3
日
時
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幸
せ
な
長
寿
社
会
と
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
参
加
し
、
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

-a
酷
吋

2
曲
月
日
お
(
悶
凶
)
繁
後
1陣
吋

5
4蒋

・
会
場
平
塚
古
閑
工
品
議
酷
所
3
熊
ホ
i
ル

@一

T
iマ
一
ニ
澄
代
が
考
一
凡
る
務
齢
化
社
品
調

※
申
し
込
み
、
問
問
い
合
わ
せ
は
、
湘
南
地
区
粁
妓
セ
ン
タ
ー
県

民
課
へ
。
篭
話

n-
一
一
七
一
一
内
線
六

O
一二

(3) 

と き 1月23S(土)午前9時30分-12時泊分

ところ市民センターホー}J.，

{織人の主張]

心の掴祉をはぐくもう 措股和子さん〈八千代町母親クラブ)

私の心育て考 四宮タツ子さん'(神田婦人会)

私たちの手で地場白砕を松尾拍子さん(環境神化員・金目〕

子育てに思うこと 岡本雅子さん〔土属幼稚癒 PTA)

広げよう、あいさつの輔 北原頼子さん( 融公募・岡崎)

ふれあいの中から 西村嘉子さん(金自小学校PTA)

〔鱗演] 女優審議初予さん

担当社会教育課指導保(内輔574)

市内で生産ぎれた花の展示即売と

フラワーデザイン講習会を開催

花の渓示開発 1J幸四冨(金)午後3時から
1月31鑓{臼)午後 3時まで

フラワーデザイン言著書雪会
1月初日(土) 11:0013:0015:00 

1 F!31臼(日)11・00

会 場観ピルラスカ 5鍛

担当 幾産霊泉営星甚指導係(内組544)



(4) 

1 人件費(普通会計決算)

豊富利63主主守男守 58

:;忠一位年度各会計53IJ予算 (9Fi*，jlA'El いは平
一一 会計 jjlJ 予算額構成重量ものわ、塚
山 J可 J 公財れ市市
石己7問一般金計 504熔∞00万F弓 47.7% 表政て債の

特別会計 5511曹8865方向 52.3% し状い(対

競輪事業 315億 2284河内 29.9% た bc る借政
のをの入は

国民健康保険事業 79億 9500万円 7.6% で公か金 、

都市改造事業 2憶9922万円 0.3% お表 、__. fi'I 
F水道事業 84億3697万円 8.0% 知し子告な民

食南センター l億 5100万円 0.1% らだ主伊どの
せの務

交通災害共持事業 6403万門 0.1% ずで部よさ

水産物地方卸売市場事業 2709万円 0.0% るお財り ん
総合公園用地取樽事業 3(害1762万円 0.3% 。知政 i筆に

r..E i'i羊ら諜営納
老人保健医瞳事輩 出憶7488万円 6.0% しせがさめ

市民病院事業 43憶4615万円 いし昭れて

交通救急センター 7憶2946方向 内よ利てい
;gう子守し、 7こ

合 計 1055鐙8865万円 100.0% に o i るだ
つま二。い
いた年そた
て、度れ税

は市とで金
、全辛子はを
そ高見司 、三
れ部(こ体
ぞ磯日召の』こ
れ員手J お、
:TfI諜穴金調
当が十がや
言果 市二二 m 県
tこ戦年民の
お員四の支
たの A t;こ出
ず給 め金
ね与日に、
を状 1 ど童賞
。況九の輸
に f1 にの
っ米ぅ収

62年度一般会計歳出予算
(9 H'京王晃イ

18憶 6692Jヨ1ユ3

17{{US53JJPl 

9 (!!6501JiPl 

4億 2242万円

3 官~5847fiF工3

1官室37407ヨド1

504f曹0000万円

62年度の主な事業(9月末現在)
撃手住宅建設事業(継続 9756Ti内

総合公潤整備事業 7億9188万円

公共ド水道整備事業 53億7757万河

都市 f7J<.路整備事業(費削都市ド水路外 6億 571万内

部水路整構事業(イ吾川'1タ3{意9628万円

市直改良事業(日向岡17'}'泉準備経費外 21億2;:)95万円

こみ焼却処理J知設整備事業(継続 18億 45万円

富士見小学校校合新改築事業 3憶 1774万円

豊辺小学校屋内運動場新改築事業 2憶 5405万円

九日小学校校舎改修事業 3 (意1753万円

岡崎小学校屋内運動場改修事業 1億1350万円

土沢中学校校舎新改築事業 7億6521万円

似称第4金旭中学校新築造成事業 61意3223万内

ぴわ青少年の喰整備事業 i億 3643万円

岡崎公民館新改築事業 2億 746h"P1

ショツングモール整備事業(商口通り 2億 2982万円

農村総合整備(モデル)事業 意 776万円

農道及び用排水路改惇事業 2 i草4665万円

f地改良事業費負担金 1億 8368万円

食肉センター施設改修事業(継続 8513万円

都市計剥街路事業(大句丸島線外懲3698万円

橋りょう新設改良事業(下花水橋架号外 3億2288.万河

準用汚}ii何内川改管事業 1憶 4550万内

ひらつか天城山荘整備事業 2憶 6555Jj円

農道軽微改良事業 1憶 1583万円

総合公園II期用地買収事業 3億 1762万円

消防費

鹿*-費

荷 L 費

議会費

労働費

予備費

合計

114億 1422万円

84億 7970万円

81億9366万円

60!意8090万円

50億 4568万円

30億2009万円

27億0000万円

木費

l( j-そ費

鞄育費

費

吋務費

什債費

消支出金

らつ力、

〈む2走1、表2については、全[詩的に比較しやすい普通

会計( 粧合計と都市改造事業会計)によっている。

@表台、表 7についどは、自治省か実擁した給与実態

調査の資料による 般行政職に技能労措職金加えた。

③表 8については、全会計(全職貝)ベ ス r

一一一国連平塚支部創立35均年記念ハん~庁、へ

<>8軍軍 5)寺23尽 (月) ~308 (月)
。行程 王手芸憲一北京2治ーま富安2;良一縫林2;段一香港

1)良一平塚

・募集人員 50人(先着)

-締め切り 2月29日まご

・費 用 251，000円(初回に50，000円、時金は後日)

ー申し込み近畿日本ツーリスト平壇支「占(電話23--2811) 

・問い合わせ 地域っくり諜市民文化係(竜話23ーユ111)

申
し
込
み
受
村
一
一
月
一
日
(
月
)
か
ら
七
臼

(
日
)
ま
で
、
街
駐
車
場
で
受
付

用
紙
記
帯
一
月
一
一
仁
一
日
(
木
)
か
ら
一
一
一
十

円
(
日
)
ま
で
両
駐
車
場
と
市
民
相
談
室
(
レ
ム
1

8
除
く
)
で
配
布
。枚
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転

用

、
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引
刊
日
開
間
金
わ
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昭和62年度一般会計議入予算 (62年9月末日野

2CO 

税

入

金

僚

会

会

料

入

金

金

税

他

お

鎗

盤

与

仕

出

4

T

R

負

収

支

越

ぴ

4

ぴ

入

譲

の

支

及

及
料

護

金

方

用

担

市

議

富

士

市

緑

柴

使

財

分

緑

地

そ

一畑町一
m

叩一M
何一司向山一四叩同一凶叩司司叩叩一日叩句一日叩『一
ω
m
-

一句何一一
ω

刊一司叩-一旬刊一一叩一一旬刊一-何一一日刊一一叩角一一切一一向
ω

一一』戸一一叩
ω

一一日一一
ω

山一四♂一
-
m
-

一町内一叩戸一一
m
-

一引戸一一円一一尚一一一千一
-
m

一一目白一向間一一
ω

一一市伊一一
m

♂一句"一一品目一向山一一
v
w

一山知一一
M
W

一MW
一一時町一
F
m

一一切町一-叩一一
V
F

一日弘一一同町一一時一一即時一}何一一~一一
-
m

一一時一一句勾一一即時一時『一一均一司時『一日町『一日一一}何一
-
m
-

一司町一-叩一一句一一一令一一均一一一刊一一
ω

一一句今一一守一

まとうご了、まし

第 438警(5) 

事島

あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
は
、
一
元
日
一
か
ら
い
い
天
気

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
前
で
は
、
靖

々
れ
着
姿
の
女
性
や
初
も
う
で
に
行

ゆ
く
家
族
連
れ
で
お
正
月
気
分
い
つ

比
ぱ
い
で
し
た
。

納
ま
た
各
地
区
で
は
、
慣
例
主

埠
っ
た
一
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
や
地
良
誼
机

4

駅
伝
競
え
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

L

十
出
場
選
手
た
ち
は
、
楽
し
く
マ

少
イ
ペ
ー
ス
で
走
る
人
ゃ
、
地
域
の

門
〈
期
待
を
背
お
っ
て
走
っ
て
い
る
人

な
た
ち
と
ま
ち
ま
ち
で
し
た
が
、
暖

山
か
い
日
悲
し
を
浴
び
て
気
門
ち

あ
の
い
い
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

洋
そ
し
て
、
応
援
の
人
た
ち
も
温
か

3

い
声
援
奇
法
っ
て
い
ま
し
科
、

今
年
の
え
と
の
炭
は
、
強
い
も

の
の
た
と
え
に
使
わ
れ
ま
す
。
こ

の
一
年
は
、
強
く
前
進
し
、
一
竜

頭
蛇
尾
」
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

曹誇

一一一一一

ラテ反

磯獲量IJ職員数

般行政職 998人

技能労務職 571人

医署職 332人

捕前職 197人

組糖、教育 115人

合 計 2，213人

(昭和田年4月18現在五)

家践で声援「ガンバレj

[さタ〉

占める手当支給職員同割合

1人当たり手足)支給年額

(手当数)

手当町名称

く>~約台体育費富(詩的 3出7)
・関部援要豊島 卓球、ハドミントン、パスケツ

ト、軟式庭球(~，16日制、パνー (16時-)

.1丹25日〈月)午撞 Z時~午稜8時

• 2月8臼(月"
・2 月22詰 (丹) ノノ 最近、飼い犬に立すする苦情が大変増え

ている。

飯い主の万は次のことをよく守って、

他人に迷惑をかけないようにしよう。

。犬のふんは鋳い念が必ず始末しよう。

。犬の放し飼いは危険なので、絶対にや

めよう。

なお、飼い犬が死亡または譲渡した碍は、必

ずド記へ届け出を。

健鹿諜篭三号23-1111 内線258

自主主に串IJI容できます
ただし、占用はで哲ません

。念E認公民銀体官事室宮(電話31--2136)
企開甜種思 パレ ( 9 時~13日朝、パドミン

トン、 卓球 (13日寺-16日寺)、 ハスケ;;~ (16 
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話三官官J12222i日1iiiirfiiiP露骨ih;;ij
も ご吾妻 豆諸二塁持2おZ重量長暗
号起訴時円宣告会守重宣言時全日開で華客十時

i 日二程 ;l iigi! ?;11 !;gjfiffi! 
日;jji531:ijllitiiiiZ122i語長一一点瓦民izi空務
官当日i:ijl;iiEii量ilE1i書記liiiiiiiii 
i il:jiltjiii;i i の??;!?'Mjzi p のとf117i
l 九 Eji;lz?日誌は鐸韓宣活l富i日開iiii
J227日比)サ8日(日)!持巨22紅白票鑑士事監ふ選 lzEAE手乞不 Z
22i j訳出(臼)li日間51結審議関野雪業12i杭isp

月日出 ~6 臼(臼u 三重三事 222 ん一喝鱗欝ん !門言語震刊管

開発や汚染が及ぼす

地球の環境への影響

とき 1月初白(ニt)

午後 1 時30分~3 時-30分

ところ勤労会館会議室
議締転法輸室長氏

東海大学教養学部教授

小説・文学

左手だげの人生 冨田美穂←F
タマヤ 金井美憲子

生きる羽3'Eぬ日 ホヒ勉

森のうた 岩城宏之

彼女と彼 主主合恵子

海の向こうで子は育つ 浅賀厚子

代議士の妻たち マ在日ヨ荘子

孔寵茶屋心中 杉本タ百字

横浜事件・妻と妹の手記小野貞

家庭・趣味

すぐ役立つ花の飾り方 村上こ百合子

全国スキー場きベスト 100 佐藤直徳1

4WDはこう乗れ 和田孝夫

住まいの庭100章 小野敬也

キッチン道具100函議 中村美子

社会科学 ・ その他
土地は誰のものか 東京タイムズ

大江戸長屋ばなし 興津要

夫婦別姓時代 星野澄子

世はいかさま 山本主主彦

萎業・夫業 近構裕

寛斎鉄丸金行動 やまもと寛斎

都倉俊 ・私の日本人論都倉俊

ストレスが80%たまると危険ごす

来宮法山

す 16ミリ映写機操作技術講習会

afifp;;iiiiiiffiEiz!lzii;ijfsii語
川市iiiggiTihd FM[ 霊21百二えき豪雪重
量百f是与M5pi中iZJ1iiE霊2if fzptf鮮民立野三生富な -m…番名ご

iiiififz ひ j持者iljg 住li??iiii;伝子つ
円 pd草夏ち 11A。害事5Z撃 ま(台523号時苦手;52i需主主守つ!重量死手己主2iぃ1dgLHfio
空iE-E25空|賢主 21ji:121A252dPE害
マて校六で るこ ~ ノ、 |二1'，，:切込入婁に'Vv V'- 弓空宇! さ ζ まトct_rp見 ζ
よ手話ptチ域; 釘売を詩集喜重警警! 雪量b諸君22d
F11152i号車;iiiiiji!?在!?;開封;iA
iiiii!1 iゴi1125宇 JEi民地主;
時可書iF許子宮ぷETEJiflit要
11if自iijEi主;H2iff主iziii
けれ}雲寺占 語閣二J空量売2主義三事土
日語臼襲25 Ei 日 主¥二三jg:?Iiis 

移動思議室富あおぞら考2月日程

海宝寺

※聾公民館

※E日本、「ちひとつ子広士号

城島公民館

※岡崎小学校

※金旧公i毛宣百
ふじみ野間地集会所

と居小学校

※吉沢公民館

※松延小学校

金目小学校

※みずほ小学問

※万部貝塚市営住宅

2行 16El

2 [:-) 16日

3 fl 17fヨ
4 fI 18tl 
4 1ヨ 18[1
5 19H 

6 fl 20E:1 

23[1 

23!:-1 

24U 

2511 

25E1 

26fi 

計五日;;実竺宣告患童書聖書会時三富民主主重

1iiii??lfi4iiifiAiAiiTi; 
三雲 53iH32き31三iz;目巧11frfrcrty t 
自 望号五千婁毘丹凶 護"' 乗μ 襲U 2 ? -Z支の与は平;J砧吋 す

16ミリ映写機白操作技術を習帯してもらうた

め、講習会を開く ο 窃

合みんなで調べよう「平塚の力、えるj

あかがえる、ひきがえるの分布を、こ卵

とおたまじゃくしを探して調貸するロ

同手妻 2月 16日 (ユAく)、 3月 2臼 (7J<.) 

ー目標 2月12日(金) .-...13呂(土)

・時間 9時 10分

・金場関書鮪3
・対象 市内在住、在勤、在学の方 30人

・費用 500円{テキスト代)

・持参するもり はさみ、筆記用具

・申し込み 2 R 2 B (火)から、図書館視
聴覚ライブラリーへ。く先着順〉

古時提 言冨会

@1月17E (自 10時、 14時 3階ホーJレ

「鳴門秘帖」 カラ 101ラテ。2fl14El (日) 10時、 14時 3構ホーノレ
「みなとみらい 21J 力ラ 日分

「かながわに生きる」 力ラ一部分

官こども映画会

<(2)1月24自(自 10時、 14時 3階ホーノレ

「ルノてン対ホームズj カラーアニメ67升

ロンドンのベーカーストリートに住む名探

憤シャーロック・ホームズのところに、 2i車

の手紙が届いた。

l遇はフランスのオ トレック男爵からむ

ルパン逮捕の龍頼と、もう 1通はJレパン自身

からのホームズへの挑特λ犬であった。
ホ ムズはウィルソンと共に、早速ハリへ

とf"Jヵ、つ元二o

合開臨時間

恥時出室、事考宮 9 時~1邸時50分

・ことも室 火~土嘩EJ 13時-~16時日分

日曜日 9時~四時50分

合体轄箆 毎選丹曜臼、月末、 1月 15呂、 2

月11日

台国審舘 〒154種間町12---41 電話31-0415

すグループリーダー研修会

自分たちのサ クノレを良くしたり、立派な

リーダーになる方法を考える。

・日穂 1 月 23 日〈上)四時~24 日(日) 16 

時 (1泊〉、 1月31日(日) 10時~16時く 1

治を含む全 3日〉

ー会場湘南青少年の家 (23---24日)、青少、

位会館 (31日〉

ー対象 脅年 20人く申込伽Ij;

官速記入門教室霊

連記を基礎から学ぶ0

・日砲 2 月 2 日 ~3 月 29 日の毎週火曜日

(全 9@l)
。時間四時~21時

'対象 予智掠、 般 30人く申込制〉

*教材費 1.0肌)円

古神奈川蟻少年少女絵翻巡回ー康

平塚、大融、二宵;の生徒の作品を展示。

日程 2月 2日〈火) ~7 a (日〉
・時間 9 時，~21時

三金体貧富田 時週月曜日、 1月16日、 2月日臼

会青少年金融

T" 254揖間i!ìJl2~-41 電話32-7029

15日(火)・ 26日(七)・ 31日(木〉

a 謂査地 上置、吉沢

・申し込み 1月31日(臼)までに住穫はが

きで。 1日だけの参加でも可。

合客員醤品コーナー f錦絵j

概辺コνクションから23点を膿ホ。
争期間 1月 5日 (火) --30日 《十二〉

すフヲネタリウム「宇宙への遜j

宇宙への歴史は、アメリカとソピヱトを中

山に展開してきたが、最近は日本も世界から

詑臼される惇在になってきた。

これから日本ではどんな計画で宇宙に出て

いこうとしているのか、人間を華せる計調は

あるのか、などを紹介する。

ー期間 1月 9日(土) ~2 月 28 日 (El)

土曜日 14時、 15時30分

日曜日日時、 14時

女体韓民 毎週月曜日、月末、]f"J 15臼、 2
月11日

公博物舘苧154浅間町12~41 電話33~51日
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関対象 2歳 6か月までの乳幼児
瞳会場平壕保韓所

輔相談日 2月 1日、 8日、 15[1

輯時間午前9時--10時(受付)

盟申し込み電話で平塚保健所へ予

約する

麗題対象 2月中に 8か月から満 1韓

になる乳児の母親

輔自時 2月17日 午前10時~日時

盟会場平嘩保健所

醸母子瞳慶子帳と筆記用具を持宰

語苦手自63年守河寸 6臼

ちゃ
会平塚市花水台13-27 日産自動

恵テクニカルセンタ にお勤めの

西村重幸さんは0競)と弘子さん

(34離〉の長主。 62年 5月178生

まれ。体震8.5kg、身長7C明

自カ、パッチリしてかわし功、名ぢち

ゃんねと間違えられる萌ちゃん。

盤が伸びたら、きれいなリボンを

つけてやりたいとママ。正月は京

都へ遊びに行き、いとこからパン

ザイを覚えた萌ちゃん、ティッシュ

ベーノYーを取り出すいたずらも

〈ア〉

生後10か月から12か月未満の赤ち

ゃんが翌ける韓長祭器査。くわしいこ

とは平車保韓所ヘ
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セ
ン
タ
ー
実
習
室
の
向
一
目
的
の
モ
ニ
タ
ー
に
依
頼
一
こ
の
マ

1
2、
ふ
と
ん
品
質

主

主

ゐ

号

一

四

四

球

十

ー

!

ー

九

一

る

。

一

(

重

ア

パ

ー

ト

7
噂

一

さ

れ

て

い

な

い

方

一

表

示

推

進

室

示

、

ふ

と

ん

の

ヨ

ヰ

川

計

一

目

エ

~

」

酬

は

一

宮

に

す

日

時

2
耳
目
玉
午
後
一
マ
一
フ
1
マ
消
費
殺
と
ク
レ
ジ
ッ
一
マ
募
集
会
初
人
工
童
話
正
し
く
行
わ
れ
て
い

ヂ
え
い
却
や
瀞

9

…

冊

臼

日

樹

液

内

相

川

間

一

一

1
持
初
分
1
3時間
ω
分

一

ト

一

マ

謝

礼

年

額

一

万

八

千

円

一

る

と

認

め

た

も

の

だ

け

に

つ

け

て

立

吉

宗

耐

f
z
持
団
忠
明
川
棚
一
一
マ
会
場
大
磯
町
保
健
セ
ン
タ
ー
一
マ
{
量
的
人
(
先
章
一
マ
募
集
期
間

2
汚
1
日
(
月
)
一
い
ま
す
。

主

一

一

明

均

一

一

二

「

認

均

一

即

日

記

一

一

何

回

れ

れ

日

目

主

計

勾

-
Hンタ
i
一

品

目

む

)

賄

容

づ

く

り

一

ふ

げ

ゴ

れ

ど

ロ

諸

問

一

山

紘

一

明

一

位

矧

古

川

崎

凱

Z
t
M山
慨
一
一

u
m
u
b
J
F
M見
当
吋
一
消
費
生
活
モ
一
一
一
課
市
民
生
活
係
議
一
一
六
一
一
一
二
羽
根
ふ
と
ん
で
す
。

1
J

曹

が

ま

ず

晶

子

、

か

月

間

撞

し

、

と

証

の

け

て

保

一

一

5

一

一

く

を

は

し

ま

輔

竺

九

日

淵

料

日

儲

時

間

札

欄

一

一

内

線

3
)

一

タ

i
を

募

集

一

町

、

-

日

わ

浸

述

懐

提

健

之

暮

ら

し

の

交

流

会

議

一

一

カ
U

あ

刊

劃

山

向

日

町

信

一

一

一

市

で

は

、

昭

和

六

士

一

一

年

度

消

一

H

月
間

M
Z肘
臨
時
十
一
平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
一
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
量
三
一

Z

2

証

新

旬

開

者

担

九

一

一

一

ぺ
読
書
孟
で
昔
、
消
費
者
、
事
警
官
、
行
政
が
否
応
募
資
格
次
の
い
ず
れ
に
も
一

「
1
1
j
i
L一
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
意
見
、
情
報
一
該
当
す
る
方
軍
塁
住
で
お
一

…
を
交
換
す
る
、
暮
ら
し
の
間
同
組
交
一
歳
以
上
の
女
性
②
モ
ニ
タ
ー
会
一

d
曜
持
改
到
3
錨
輯
縄
a
H
Y

が
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
問
い
合
わ

O
懇
り
i

ま
す

L
悟
い
す
、
長
い
す
、
一

r

d

J

}

噌
謡
務
パ
は
同
せ
の
と
き
に
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
ひ
な
人
形
、
ベ
ピ
カ
1

一

一
者
欄
轟
一
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
ご
了
承
そ
。
。
諮
っ
て
く
だ
さ
い

9
込

書

三

F

}

醐
醐
騨
版

U

O

不
用
忍
愛
韓
槽
輯
は
児
衣
類
、
新
生
児
用
実
頼
、
ガ
ス
オ

L

i
i

地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
部
(
内
綿
ブ
ン
、
ス
テ
レ
オ
、
二
一
輪
車
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
せ
一
一
回
目
)
へ
。
ー
バ
ッ
グ

施設案

。保健センター
中黒34-17 電活34-0311 

神奈中農業高校行パス「医蝶

センタ前」下車

C平塚保健所
豊原町 6-21 電話32-0130

神奈中秦野行パス「怠分」下

車

内

新しくお父さん、お母さんになる

方を対象に、両親教室を開く。ご

夫婦おそろいで、ぜひと参加を。

開対象 市内在住の妊娠8か月比陣

の初妊婦と夫

関日時 1

瞳場所保憧センター

醸内容映画「母と子のきずなJ、実
習「葬ちゃん白お風呂の入れ方j

醐申し込み電話で保健センター

'̂ 

消費生活モニター30人による12Plの平均箱格

1汚2113(木) ~26沼(火)
午前日時~午後6時30分 (26沼は午後3時)

布袋プラザ

{展示内務1
①海外の絵本とポスター、カレンダーの授ポ

②海外の絵本の卸売

③市内の手づくり絵本グル ブの押品展示

品
同
」

ところ

と

23. 金田フラワーコーラス

24. 平塚少生存皆女合唱

25. 平塚コールグリーン

26ーさきとりマミ コール

27 花ホエコー合唱部

28 ふじみ野コーラス

29 コールマJレンブルー

30. 湘南コールカンパネラ

31 フラワーコール

第15lij]市民合ロ昌祭が僚かれる。みなさんぜひご鑑賞を。

く〉とき 1 .Fll7日(臼)12時開渓

く〉ところ市民センターホール

1 平域混声合唱毘 12 道和コ ラス

2. 湘南ミ口ウアテ 13 コールスワン

3 ポコ・ア・ポコ 14 コールグレース

4会くーる・ばろ ん 15 コールみなみはら

5. コ~)レ・シルパ 16 コーラスみずほ

6. まどかコ ラス 17 コールなでしこ

にパルグループ 18 平塚児童合唱E1l

8. コ ルそれいゆ 19. コーロカナリーノ

9。あゆみコール 20. 桜美金

10. コルボピ 21. 花水小PTAコラス

口.コール英皇 22. 富士見台病院コーラス 栗原恭子さんの作品(袖ケ浜)

-問い合わせ 地域づくり諜市民文化探(内練264)



(8) 包
醐

民

}

醐

ぺ

踊

公

民

館

館

内

F
醐

職

員

不

夜

時

の

留

守

汁
一
一
番
等
を
し
て
も
ら
う
管
理
人
を
募
集

計
醐
ず
る
。

6
で
勤
務
場
所
松
が
丘
公
民
館

祁
醐
マ
手
当
一
月
額
一
一
万
六
千
百
円

間
開
醐
守
管
理
人
室

6
畳

(
2
室)、

4

繭
査
手
、
ム
ロ
歳
、
風
呂
場
付
き

醐
守
入
居
予
定

2
月
中
旬

醐
マ
応
募
資
描
市
内
に
住
む
満
前
議

幽
以
下
の
婦
人
で
、
配
偶
者
と
住
み
込

幽
み
可
能
な
方

脚
応
募
さ
れ
る
力
は
、

3
丹
羽
日

間
(
火
)
ま
で
に
、
履
経
書
(
写
真
訴

醐
付
)
を
社
会
教
育
課
社
会
教
資
保

(
内
雄
五
二
四
一
へ
0

・
面
接
日

1
月
間
一
円
(
木
)
午
後

i
時
社
会
教
育
課

市
で
は
、
昭
和
由
牢
度
平
塚
市
公

《
ザ
噛
共
F
水
道
排
水
設
情
技
両
者
試
験
を

醐
実
施
す
る
。

マ
受
付
期
間

1
月
刊
討
(
丹
)
〈
〉

四
日
(
金
)

時

間

午

前
9
時
1
午
後

5
時

(
ヱ
曜
日
は
午
前
9
時
3
立
時
)

先
日
、
金
呂
続

質

問

A

音
特
定
の
二
王
門
が

完
成
し
た
と
い
-
つ
話
を
闘
聞
き
、

一
度
見
に
行
き
た
い
と
患
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
門
は
、
相
当
古
い
も
の

だ
そ
う
で
す
が
、
い
つ
ご
ろ
建

て
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
文
化
財
と
し
て
ど
の

よ
う
な
徹
値
が
あ
る
の
か
も
教

え
て
く
だ
さ
い
。

会
出
掛
安
議
議
内
氏
v

金
田
態
音
堂
の

二
王
門
は
、
長
年

重患438管

マ
受
付
場
所
市
投
所
業
務
課

門
V

試
験
日

2
月
四
日
(
金
)

詳
し
く
は
、
業
務
謀
庶
務
慌
(
内

輝
四
閉
じ
)
へ
。

{
鯖
韓
格
者
対
車
〕

マ
日
程

2
丹
7
日
(
日

)
1幻
自

(
日
)
ま
で
の
9
日
間

・
時
間
午
後
6
時
却
分
1
9
時

(
日
曜
日
は
午
前
9
時
回
分
1
午
後

一b
老
Y
J
E
、

マ
会
場
福
祉
会
措
ほ
か

守
受
講
官
官
惜
全
日
程
葬
胎
で
き
る

市
内
在
住
、
企
動
の
1
H

マ
受
講
料
一
千
円
(
教
材
費
)

マ
申
込
期
罷

1
月
却
臼
(
土
)

{
有
費
格
者
対
車
〕

マ
日
程

2
月
7
日
(
日
)
S
M
日

(
巳
)
ま
で
の
5
日
間

・
時
間
午
後
6
時
1
9時
(
日
曜

日
は
午
前
9
時
3
午
後
5
時
)

守
会
場
福
祉
会
館
ほ
か

マ
受
講
資
格
日
本
救
急
ロ
一
開
通
任
註

を
持
っ
て
い
る
万

マ
受
講
料
一
千
円
(
教
材
費
)

マ
申
込
期
願

1
月
出
日
(
土
)

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
撞
祉
総

務
課
察
長
(
内
線
三
七
)
へ
。

{
整
形
ア
ロ
ッ
ク
}

マ
日
時

1
月
お
日
(
月
)
、

2
月

白
日
(
月
)
、

3
丹
羽
日
(
月
)
の

午
後
Z
呼
1
3時し

室町時代未ごろの作品

平塚観光文化祭へ

た
が
、
解
体
の
際
、
一
部
に
残

さ
れ
た
創
礎
当
時
の
部
材
の
特

徴
か
ら
、
元
禄
出
掛
を
さ
ら
に
苔

マ
ム
出
場
福
祉
会
館

{
琴
鼻
科
}

v
a時
2
月
9
臼
(
火
)
の
午
後

1
時
1
2時

守
会
場
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず
れ
も
福
祉

総
務
課
更
生
撞
祉
部
(
内
線
三
一

ニ
)
へ
。

一

は

た

ち

の

献

血

を

一

神
奈
川
県
、
各
市
町
村
、
日
本
赤

十
字
社
神
奈
川
県
克
部
、
神
奈
川
県

献
血
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
で
は
、

1
月
日
日
一
月
)
か
ら

2
月
刊
日

(
水
)
ま
で
D
1か
月
間
、
新
し
く

成
人
式
を
迎
え
た
方
々
そ
中
心
に
、

献
血
制
産
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め

る

キ

ャ

ン

ベ

1

ご
協
刀
を
。

平
塚
共
椅
病
院
付
属
准
看
議
学
院

で
は
、
謹
看
護
学
生
な
鼻
集
す
る
。

マ
資
格
満
加
競
ま
で
の
女
子
で
寮

に
入
れ
る
カ

マ
誤
験
日

2
月
日
臼
(
木
)
ら
四

日
(
金
)

マ
願
書
締
め
切
り

2
月
日
日
(
月
)

詳
し
く
は
、
毒
事
院
(
電
話

詑
一
九
五
O
内
線
乞
一
四
)
へ
。

県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
ほ
、

草
木
染
め
白
話
と
実
離
を
テ
ー
マ
と

し
た
、
生
活
科
学
講
座
を
開
く
。

マ
日
程

2
月
四
日
1
3月
日
目
白

寄
週
金
曜
臼
(
会
4
回
)

・
時
間
午
後
1
時
1
3
時
却
分

(
回
臼
の
み
午
前
日
時
3
午
後
3
時

四
分
)

マ
会
場
県
立
婿
λ
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
一
躍
県
民
間
人

v
m
x講
料
無
料

マ
申
込
期
限

2
月
四
日
(
火
)
先

着
属
マ
託
児
所
申
し
込
み
制

(
2歳
1

6
歳
ま
で
の
幼
見
)

マ
申
込
先
同
セ
ン
タ
空
語
科
学

部
(
藤
沢
市
江
の
島

1
l
u
-
-

電
話
。
四
六
六
計
一
一
一
一
一
内

線
五

O
一一)

平
時
相
市
点
字
本
山
十
字
奉
仕
団
で

は
、
点
字
の
講
預
金
そ
開
く
。

マ
日
韓

2
月
2
E
S
回
日
ま
で
の

毎
週
火
曜
日
(
全
4
回
)

・
時
間
午
後
1
時
却
一
分
1
3時
泊

予AY
 
7
会
場
福
祉
会
館

申
し
込
み
は
、

1
月
羽
目
(
火
)

ま
で
に
平
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
電
話
出
-
三
一
一
一
二
)
へ
。

県
立
藤
沢
高
等
職
業
技
術
校
(
藤

沢
市
川
名
二
九
O
l
-
7
率
J

詰
(
〕
四

六
六
回
一
四
一
一
五
)
で
は
、
昭

和
田
証
度
前
期
の
職
業
技
術
生
を
募

集
し
て
い
る
。

ヤ
内
容
①
情
報
処
理
系
叩
入
、
一
フ

サ
イ
ン
系
日
入
、
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ

ム
系
叩
人
、
ア
パ
レ
ル
技
術
系

5

人
③
ア
パ
レ
ル
技
捕
系
却
人

中
応
豪
語
@
品
同
等
学
校
卒
業
以

ょ
の
常
カ
の
あ
る
方
②
義
務
教
脊

悼
了
以
上
の
学
力
の
あ
る
万

ヤ
募
集
締
め
切
り

2
月
四
日
(
月
)

マ
試
験
日
学
科

3
月
8
日
(
火
)

午
前
9
時

3
、
面
接

3
月
8
日

(
火
了

9
日
(
水
)
午
前
9
時
ら

の
い
ず
れ
か
1
日

中
応
募
先
向
枝
ま
た
は
平
場
公
共

職
業
安
定
所
(
平
場
市
松
風
町
2

7
・
電
話
白

O
一
0
0
)

安
全
な
不
動
時
中
取
り
引
き
を
す
る

た
め
の
基
本
的
知
識
を
解
説
す
る
、

説
明
会
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時

1
月
目
白
(
土
)
午
後
1

時
3
5時

門

v
会
場
動
万
全
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く
り
謀

市
民
相
談
係
(
内
糠
二
九
二
)

(
敬
称
略
)

マ
社
合
福
祉
義
金
へ
・
構
麗
四

万
一
手
三
百
九
十
五
円
、
日
入
金

一
手
円
、
苧
ii

域
西
工
業
技
術
高
校
詞

書
署
員
会
一
一
一
千
四
百
五
十
円
、
渡

辺
道
棟
二
壬
一
一
百
ト
円
、
林
議
酒

活
一
千
九
百
五
十
一
円
、
熊
沢
武

司
七
千
円
、
朝
日
新
聞
説
塚
中
累

専
売
所
二
万
六
千
六
百
六
十
五

月
、
錦
町
公
園
愛
護
金
一
万
二
千

四
百
五
十
円
、
水
谷
太
喜
男
一
一
千

円
、
新
藤
幸
夫
十
万
円
、
阿
部
靖

子
二
千
五
百
円
、
日
の
丸
福
祉
の

会
七
万
一
一
千
一
一
百
五
十
六
円
、
東

京
電
力
平
軍
営
業
所
-
一
万
五
千
一
二

年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
室
町
時

代
末
ご
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
市

内
有
数
の
古
い
建
造
物
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
門
市
内
に
安
聾
さ
れ
て

い
る
套
現
金
剛
力
士
立
葱
(
二

五
像
)
も
、
認
査
の
結
果
、
像

の
飴
内
に
延
徳
五
年
(
一
問
九

三
年
)
修
理
の
墨
書
銘
が
あ

り
、
十
回
世
紀
米
の
鎌
倉
仏
部

に
よ
り
製
作
さ
れ
た
m慣
れ
た
作

品
で
、
県
内
で
も
庖
指
の
二
王

像
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。

い
つ
で
も
自
由
に
揮
畿
で
き

ま
す
が
、
市
忌
プ
ラ
ザ
で
開
催

中

(
1月
日
日
ま
で
)
の
「
観

光
文
化
展
」
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。
お
山
山
掛
け
く
だ
さ
い
。

aA議
蓋
諦
哲

百
一
…
十
三
円
、
川
嶋
昭
一
万
円
、

中
村
伝
五
郎
一
千
円
、
平
塚
た
ば

こ
商
業
協
同
組
合
婦
人
部
十
万

円
、
花
水
地
区
南
部
長
寿
会
五
千

百
二
十
円
、
大
樟
一
郎
八
千
四
百

六
十
二
円
、
平
塚
競
輪
場
第
2
投
票

所
一
間
四
千
六
十
八
円
、
つ
く
し

濡
護
婦
事
政
婦
紹
介
所
一
万
円
、

高
本
野
ト
万
円
、
柳
川
寿
漕

千
八
百
じ
十
四
円
、
吉
間
定
治
一
一

乙
九
十
向
、
高
本
医
院
四
千
二
一
十

九
円
、
平
塚
市
中
央
農
協
婦
人
部
生

活
班
三
万
八
千
六
百
四
十
五
円
、

鈴
よ
内
科
外
科
箆
院
四
万
一
千
四

十
『
、
震
名
五
千
円
、
杉
崎
和
彦

無
名
教
室
五
千
五
十
円
、
平
理
五

月
会
四
万
円
、
さ
く
ら
会
五
千

円
、
本
門
仏
立
宗
上
行
寺
八
万
一

円
、
今
村
功
一
万
円
、
南
部
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
心
ノ
年
国
一
一
一
万
四
千
じ
十

三
円
、
融
崎
輝
夫
二
千
円
、
i

小宮

さ
わ
子
五
千
円
、
府
川
庄
吉

万
五
千
円
、
成
田
昇
一
万
円
、
昨

道
陽
風
会
五
万
円
、
和
山
忠
治

一
万
円
、
福
田
骨
喜
二
万
五
千
五

百
四
円
、
す
み
れ
会
十
万
円
、
平

木
撤
勝
一
万
円
、
旭
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
実
行
委
員
会
一
一
万
一
手
五
白

手
四
円
、
排
水
施
設
課
二
千
七

百
一
十
一
二
円
、
宮
沢
孝
一
一
万

円
、
花
水
商
笑
五
七
万
E
千
九
点

五
レ
円
、
榎
戸
京
子
五
千
円

マ
慈
ま
れ
な
い
子
へ
・
磯
崎
勉

一
千
円
、
吉
沢
小
学
校
児
童
会
二

千
七
一
百
十
古
円

マ
心
身
樺
審
議
へ
・
壁
名
五
千

五
百
九
ふ
J

九
円

マ
交
議
遺
児
へ
司
小
林
レ
ン
タ
カ

ー
五
万
一
千
百
一
一
一
十
二
円
、
笠
通

安
全
協
会
金
問
支
部
一
万
五
千
五

十
円
、
神
経
企
七
万
円
、
交
通
安

全
協
会
神
泊
支
部
七
千
五
百
五
十

円
、
平
塚
市
資
源
開
段
壇
同
組
合
・

神
奈
川
県
驚
揮
回
収
高
業
協
同
組
合

十
万
一
千
一
一
一
百
二
円

犬、描の巡詔u史容
県動物保謹センター(電話58剖 11)では、
今回も次の日糧で闘えなくなった犬、猫の巡

回収容を行う。

当日、犬を出される方は印鑑、犬の鑑札、

投射揖票、費犬手帳を持参し、描については、

麻袋かダンポ ル箱に入れていただきたい。

なお、収容車の停留時間は10分間」
また、犬、錨についての苦情、相談や野良

犬四捕獲依頼も同センターへ。

2J号5臼(ニt)i 2月138(土)
9 干00神田公民館 9: 00松原公民館
9 : 25 大野公民館 9: 20摂賀公民館
9 ‘50 豊田公民館 9: 40 花*-公民館10: 10 措島公民館10: OC 富士見公民館10: 30 金田公民臨:10 : 30 中原公民館10: 50 岡崎神社前:10: 55 胡公民館
11 : 10金日公民館 日15 吉沢公民館

く〉箆穏(1月~2 月)1月30fl (七) 10時~15時郎幹パーJレローに/2fj6日 u二)1問、予---15時ダイクマ平塚j苫前/2
JJ 13EJ (七) 10時~15時紅谷パールロード

く〉ご協力ありがとうごぎいました(12月)
平安祭駅北l1287本、紅谷ノかーjレロード210本、東海
大学体育常任者員会267;$;、平塚同工業技術高校68
木、ダイクマ平塚j主前32本、関西ペイント株式会社236本、四之宮公民館7本、八幡公民館17二本、五領
ケ台高校65本 合計1189本

話ごとミ いきいい予言 にう J宮市h 急 い葉 とへ翼c:る言耳
さ主 さ、びたも過おみこ A議磁議議込 にあうどしがのっん、えによ
れ人おらとし、の主主母えと /ズ¥必離縁欝¥f'> 登るこおか多対てな F ばし三
ると母 r話くこは議さまて J手足腰群舞覇lroう義尺とりしわ応あお供すま議
雪量完雲主主怒号を在主右前掛事ぷ議拭七日計訂日出量
に品は也ま仲らもす、。母 よ思易産主/ゐ、月ペ可込!:I 円借で品告誌でイ阜、やし学と
な倍、閉すl1，は員会今 d ，.c孟ム.l(~べ lL" !iご歪しぎ護す議そでい校邪い
つつし ν，0 ば、いてま ん諮誌設法議設~建議湾奇 しのよと。とんもとを気う
ていだて いも与 で が 担明竺明常常明習脅明柑明所長安 た子う保は ロヂなすき{次訴え言

霊ていい けつえほ子 宇 lE帆踏込崎弘謀議と供か業 ぷ子ぐえまだ葉
もにく なとでし供 &忽'1.1"轟ミミ艶昼間諸島全認識いが。と言 こ供にばせとを

喝長1?~"'f: 溺ニニ二二.， 宮 2舗嗣w 嘗写事径".
な是毒言てに いとはよ不不さ哨~，.. "'¥，守司伊i 切戸望号 さ気なナミるとりのし
いかわ 対おでい二う安安ら 教育研究所(33)5535 え」それ持い こが、問たお
~解れきし母しう親で:$'"に るとしまちとしと多何が手母

宮季李百五完三 E京宅雪ぃ言 過保護 5qて長率Rt負三官主主完
手き均三保同均等霊言雪 Rばこをれ薄とむ よわ存き品。そし)e:寺伐旨く E』主

。HH12iiE日2725;U31T毎日間計5555長
室開22長 室霊警旨Zおく出雪量の量足。主主要主 主ZU 5254事会

と
、
大
声
で
言
い
ま
し
た
。

一
日
十
く
逃
げ
て
く
だ
さ
い
。
わ
た

し
が
あ
と
に
残
り
、
追
っ
て
来
る

敵
を
ふ
せ
ぎ
ま
ず
か
ら
。
早
く
、

日十く」

iiTiZ122iiiii訴えjjji弓SEiiilf ifii言語ii
225delamiiz円白書 ii白書017iiiiE2122
iffifiiiiZ目撃騒覇欝羅ii!当日当i
Z11i調書!!i誌購鱗鞭購市民日主主計三fJ
き 5戊 麟欝静襲撃麟議麟ら主主草寺山車問主rιη持ヨEi副轟欝F麟欝静輔君宅;254主=幸正義
?出守!?ii長時翻訳議 ;iiiiiiif日産
師走行持こ自宅一 一量一れ君主皇室長日主主ト日向日

立主 の…ん山な刊。:i日思謂顎可でh出M2日Eh日1;[じ;戸九日宅~引叩三J点R日:Zけ芸む
費 ?討主持喜i出i詰2;i2~寺勾長ごヨ干主計皇5下戸しい守、iT下主γドカ於山:
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